








































　作成したアンケートを資料に示す。問 1 ～問 12 まで
設定した。問 1 ～問 6 までは制限酵素やプラスミドベク
ター，ＤＮＡリガーゼのはたらきを含む遺伝子組換え技
術に関する内容，問 7 ～問 9 はＰＣＲ法に関する内容，
問 10 は電気泳動法に関する内容，問 11 ～問 12 はバイ
高等学校「生物」バイオテクノロジー分野における
既習内容の定着度調査結果の分析
Analysis of Survey Results about the Degree of Retention of Learned Content in the 
Biotechnology Field of High School “Biology”
榎　本　良　祐＊　　笠　原　　　恵＊＊
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問 5：プラスミドの制限酵素処理に関する問いについて

















は 8%，4 問正答者は 11%，3 問正答者は 31%，2 問正
答者は 25%，1 問正答者は 25% であり，すべて誤答だっ
た生徒はいなかった。全 6 問のうち正答数が４問以
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① （ ）60 クレオチド鎖の解離 ,（2）72℃プライマーの結合 ,（3）95℃ＤＮＡ鎖の伸長。
② （1）60 クレオチド鎖の解離 ,（2）95℃プライマーの結合 ,（3）72℃ＤＮＡ鎖の伸長。
③ （1）72℃ヌクレオチド鎖の解離 ,（2）60℃プライマーの結合 ,（3）95℃ＤＮＡ鎖の伸長。
④ （1）72 クレオチド鎖の解離 ,（2）95℃プライマーの結合 ,（3）60℃ＤＮＡ鎖の伸長。
⑤ （1）95℃ヌクレオチド鎖の解離 ,（2）60℃プライマーの結合 ,（3）72℃ＤＮＡ鎖の伸長。






















































合（合計 3 問）について，3 問（全問）正答者は 3％，
2 問正答者は 47%，1 問正答者は 36% であり，すべて
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4 ．考察
　内容の理解度及び知識の定着度について調査した問
1 ～問 10 について，正答率 50％以上 （18 人以上）の問
いが全 10 問のうち 3 問のみとなっており（図 4, 8, 10），
今回対象とした生徒らにとって，この分野における内容
の理解度や定着度に課題があることが伺える。































て）では正答率が 33％（12 人），問 5（プラスミドの制
限酵素処理について）では正答率が 39％（14 人），問 6
（ＤＮＡ断片とプラスミドの連結ついて）では正答率が




　問 7 ～問 9 のＰＣＲ法に関する内容について，問 8（Ｐ
ＣＲ法の手順について）では，正答率が 14%（5 人）で
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